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Something
NEWS
ふるさと

第㊸回

▼
ふ
る
さ
と
哀
感

北
陸
・
金
沢
出
身
の
明
治

の
文
学
者
、
室
生
犀
星
の
次

の
詩
は
、
誰
も
が
知
る
。

ふ
る
さ
と
は 

遠
き
に
あ
り

て 

思
ふ
も
の
／
そ
し
て
悲

し
く 

う
た
ふ
も
の
／
よ
し

や
う
ら
ぶ
れ
て 

異
土
の
乞

食
と 

な
る
と
て
も
／
帰
る

と
こ
ろ
に 

あ
る
ま
じ
や
／

ひ
と
り
都
の 

ゆ
ふ
ぐ
れ
に

／
ふ
る
さ
と
お
も
ひ 

涙
ぐ

む
／
そ
の
こ
こ
ろ
も
て
／
遠

き
み
や
こ
に 

か
へ
ら
ば
や

／
遠
き
み
や
こ
に 

か
へ
ら

ば
や落

ち
ぶ
れ
て
も
、
ふ
る
さ

と
に
は
帰
る
べ
き
で
は
な
い

と
い
う
。
共
感
を
得
る
人
も

い
る
で
あ
ろ
う
し
、
あ
る
い

は
、
ふ
る
さ
と
こ
そ
が
、
受

け
入
れ
て
く
れ
る
と
こ
ろ
で

も
あ
る
と
思
う
人
も
い
る
だ

ろ
う
。

実
際
、
親
も
逝
き
、
兄
弟

姉
妹
も
居
な
く
、
親
戚
と
も

疎
遠
に
な
っ
た
故
郷
は
、
通

り
過
ぎ
る
だ
け
の
地
と
化
し

て
し
ま
っ
た
か
も
し
れ
な

い
。
そ
れ
は
一
つ
の
現
実
で

は
あ
る
が
、
コ
ロ
ナ
の
時
代

に
は
、
故
郷
や
地
方
の
意
味

付
け
や
イ
メ
ー
ジ
を
変
え
た

り
、
変
わ
る
必
要
が
あ
る
。

最
近
、
犀
星
の
ふ
る
さ
と

哀
感
よ
り
も
悲
し
い
出
来
事

を
、
詳
し
く
知
っ
た
。
そ
れ

を
書
き
残
し
て
お
こ
う
。

▼
コ
ロ
ナ
禍
浄
化
を
求
め
て

10
月
９
日
、「
コ
ロ
ナ
禍

浄
化
を
求
め
て
」
を
小
題
と

し
て
、「
茨
木
の
り
子
―
２

０
２
０
秋
『
怒
る
と
き
と
許

す
と
き
』」
と
題
す
る
舞
台

イ
ベ
ン
ト
を
行
っ
た
。
当
日

は
、
台
風
14
号
到
来
の
空
模

様
で
、
雨
降
る
夜
で
あ
っ

た
。
肌
寒
い
と
い
う
の
が
屋

外
の
空
気
感
で
あ
っ
た
。

屋
内
は
、
コ
ロ
ナ
禍
中
で

の
開
催
で
あ
り
、
参
加
者
は

密
に
な
ら
な
い
入
場
で
あ
っ

た
が
、
舞
台
で
は
、
序
破
急

の
三
部
構
成
と
し
て
開
演
さ

れ
た
。
序
で
は
、
茨
木
の
り

子
の
詩
の
ピ
ア
ノ
弾
き
語
り

と
朗
読
と
シ
ョ
ー
ト
ト
ー

ク
。
破
で
は
、
魅
惑
的
な
シ

ャ
ン
ソ
ン
と
朗
読
、
さ
ら
に

は
オ
ペ
ラ
歌
手
に
よ
る
バ
リ

ト
ン
独
唱
、
そ
し
て
ピ
ア
ノ

即
興
曲
演
奏
で
、
屋
内
に
は

感
動
が
響
い
た
。
最
後
の
急

で
は
、
室
町
時
代
か
ら
続
く

大
蔵
流
狂
言
の
重
要
文
化
財

保
持
者
・
善
竹
十
郎
に
よ
る

福
笑
い
で
、
コ
ロ
ナ
禍
浄
化

が
神
聖
化
さ
れ
た
。
参
加
し

た
人
は
、
途
方
も
な
い
力
を

得
て
閉
演
と
な
っ
た
。

こ
の
前
段
行
事
と
し
て
行

っ
た
の
が
、『
日
本
人
の
忘

れ
も
の
』
と
い
う
映
画
の
上

映
会
で
あ
る
。
こ
の
映
画
こ

そ
が
、
日
本
が
祖
国
で
あ
る

し
米
軍
を
追
い
落
と
し
て
、
そ

の
後
米
軍
が
再
上
陸
す
る
と
、

日
本
人
父
親
は
殺
害
さ
れ
た

り
強
制
送
還
さ
れ
た
り
し
、
多

く
の
日
系
孤
児
が
遺
さ
れ
た
。

そ
の
子
供
た
ち
に
は
国
籍
が

な
く
、
十
分
な
教
育
も
受
け
ら

れ
ず
、
貧
し
い
惨
め
な
暮
ら
し

が
、
２
世
・
３
世
と
、
世
代
を

超
え
て
今
日
ま
で
続
い
て
い
る
。

▼
『
日
本
人
の
忘
れ
も
の
』

映
画
『
日
本
人
の
忘
れ
も

の
』
で
は
、
日
本
人
を
父
親

に
も
つ
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
残
さ

れ
た
孤
児
、
特
に
女
性
に
つ

い
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
彼

女
た
ち
は
、
片
言
の
日
本
語

を
話
す
が
、
日
本
人
の
子
で

あ
る
と
迫
害
や
被
害
を
受
け

る
の
で
、
日
本
語
は
使
わ
な

い
で
隠
れ
て
生
き
て
き
た
。

日
本
政
府
は
、
ポ
ツ
ダ
ム

宣
言
受
諾
後
、
終
戦
日
の
前

日
、
８
月
14
日
に
、
現
地
大

使
館
に
「
遺
留
民
ハ
出
来
ウ

ル
限
リ
定
着
ノ
方
針
ヲ
執

ル
」
と
外
電
し
た
。
こ
れ

は
、
日
本
国
は
、
助
け
に
行

か
な
い
と
い
う
こ
と
を
意
味

し
た
。
さ
ら
に
、
満
州
向
け

に
は
、
８
月
26
日
に
「
満
鮮

に
土
着
す
る
者
は
日
本
国
籍

を
離
る
る
も
支
障
な
き
も
の

と
す
」
と
い
う
外
電
を
送
っ

て
、
日
本
人
は
、
も
は
や
中

国
人
や
朝
鮮
人
に
な
り
な
さ

い
と
念
押
し
し
た
。

こ
う
し
て
、
日
本
国
は
日

本
人
を
簡
単
に
見
棄
て
、
自

助
で
行
き
な
さ
い
と
命
じ
た
。

現
地
に
残
さ
れ
た
日
本
人
は
、

も
は
や
「
棄
民
」
扱
い
と
な

っ
た
。
河
合
弁
護
士
は
、
こ

れ
を
称
し
て
日
本
国
の
「
棄

民
体
質
」
と
呼
ん
で
い
る
。

そ
れ
は
、
都
合
が
悪
く
な
る

と
、
救
済
し
な
い
と
い
う
政

治
判
断
と
理
解
さ
れ
る
。

国
籍
を
持
つ
と
い
う
こ
と

は
、
国
は
国
民
を
守
る
責
任

が
あ
り
、
ゆ
え
に
国
民
が
義

務
を
負
う
と
い
う
こ
と
に
な

る
。
こ
の
こ
と
は
、
日
本
国

憲
法
で
の
権
利
と
義
務
に
係

っ
て
お
り
、
現
代
社
会
に
お

い
て
は
真
理
で
あ
る
が
、
現

実
と
の
乖
離
も
見
ら
れ
る
。

在
外
に
お
け
る
日
本
人
の

救
済
は
、
国
の
基
本
的
使
命

で
あ
り
、「
棄
民
」
な
ど
と

取
り
扱
う
こ
と
は
で
き
な

い
。
現
地
に
残
さ
れ
75
年
、

現
地
に
住
み
そ
れ
以
上
に
長

く
暮
ら
し
て
い
る
無
国
籍
扱

い
の
日
本
人
は
、
正
し
く
措

置
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
そ
の
法
律
処
置
に
は
、

日
本
国
や
現
地
国
（
例
え
ば

フ
ィ
リ
ピ
ン
な
ど
）
の
協
力

の
下
、
取
り
扱
わ
れ
る
必
要

が
あ
る
。
河
合
弁
護
士
は
、

家
庭
裁
判
所
に
日
本
人
で
あ

る
と
い
う
確
認
資
料
を
提
出

し
て
認
定
申
請
す
る
「
就

籍
」
と
い
う
方
法
を
執
っ
て

い
る
。
こ
れ
ま
で
、
中
国
残

留
孤
児
で
は
１
２
５
０
名
以

上
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
日
系
人
は

２
３
６
名
以
上
が
、
日
本
国

籍
を
取
得
し
て
い
る
。

映
画
で
は
、
中
国
や
フ
ィ

リ
ピ
ン
で
暮
ら
し
て
き
た
数

人
が
実
名
で
登
場
し
例
証
。

国
籍
取
得
に
必
要
な
確
認
資

料
の
発
見
や
抽
出
・
照
合
、

さ
ら
に
法
律
手
続
き
な
ど
を

紹
介
し
て
い
る
。
ま
た
映
画

で
は
、
国
籍
取
得
が
可
能
に

な
る
法
律
手
続
き
の
窓
口
、

日
本
＆
現
地
の
弁
護
士
や
協

力
組
織
の
方
々
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
資
料
と
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
で
紹
介
し
て
い
る
。
新

聞
な
ど
の
メ
デ
ィ
ア
の
重
要

性
も
知
れ
る
。

▼
故
郷
思
慕
＆
落
葉
帰
根

国
籍
を
得
て
日
本
に
住
ん

で
も
、
言
葉
や
年
齢
、
さ
ら

に
は
経
済
的
な
面
で
大
き
な

課
題
が
付
き
ま
と
う
。
こ
れ

ら
に
つ
い
て
も
、
幸
せ
に
暮

ら
せ
る
よ
う
に
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や

団
体
が
組
織
さ
れ
て
い
る
様

子
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

帰
国
し
た
中
国
残
留
孤
児
は
、

も
は
や
高
年
齢
に
な
っ
た
。

河
合
弁
護
士
は
次
の
言
葉

に
、
彼
ら
の
人
生
の
万
感
を

込
め
て
い
る
「
落
葉
帰
根
」。

そ
の
意
味
は
、「
背
の
高
い

樹
の
葉
も
、
い
ず
れ
は
地
に

落
ち
、
根
に
帰
る
。
同
じ

く
、
人
も
最
後
に
は
故
郷
へ

帰
る
も
の
」
で
あ
る
。
篤
い

情
感
が
結
果
を
な
す
。

感
情
歌
手
・
中
島
み
ゆ
き

は
、『
樹
高
千
丈 

落
葉
帰

根
』
と
題
し
た
曲
を
も
つ
。

そ
の
歌
詞
に
は
、

／
…
／
私
は
独
り
が
嫌
い

で
す
／
そ
れ
よ
り
戦
が
嫌
い

で
す
／
…
／
樹
高
は
千
丈
／

遠
ざ
か
る
し
か
な
い
者
も
あ

る
／
…
／
枝
よ
り
も
っ
と
遥

か
ま
で
／
木
の
根
は
ゆ
り
か

ご
を
差
し
伸
べ
て
／
き
っ
と

抱
き
し
め
る
／

と
あ
る
。
木
も
最
後
に
は

根
を
は
る
大
地
が
、
落
ち
て

来
る
葉
を
優
し
く
受
け
止
め

て
く
れ
る
も
の
だ
と
歌
う
。

【
註
２
】。

【
註
１
】
河
合
弘
之
「
日
本

人
の
忘
れ
も
の
」
フ
ィ
リ
ピ

ン
残
留
日
本
人
問
題
と
中
国

残
留
孤
児
問
題
の
異
同

http://www.kokusaize
n

rin
.co

m
/ze

n
b

un/2019-11.pdf

【
註
２
】
中
島
み
ゆ
き-

「
樹

高
千
丈　

落
葉
帰
根
」 

が
、
ふ
る
さ
と
に
帰
れ
な
い

孤
児
た
ち
を
救
済
す
る
内
容

で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
深
い

信
条
に
発
し
た
篤
い
思
い
が

繋
が
っ
た
暖
か
い
気
持
ち
を

生
み
出
す
映
画
で
あ
っ
た
。

▼
残
留
日
本
人
の

　
無
国
籍
問
題

そ
の
映
画
は
、
３
・
11
で

明
ら
か
に
さ
れ
た
よ
う
に
、

原
子
力
発
電
（
原
発
）
は
大

き
な
社
会
的
被
害
を
も
た
ら

す
適
用
し
て
は
な
ら
な
い
電

力
源
で
あ
る
と
い
う
見
地
か

ら
、
全
国
の
原
発

差
止
裁
判
を
行
っ

て
い
る
河
合
弘
之

弁
護
士
の
企
画
製

作
で
あ
る
。

河
合
弁
護
士

は
、
社
会
的
課
題

を
映
画
を
通
し
て

認
識
と
理
解
を
広

め
る
た
め
に
、
こ

れ
ま
で
も
映
画
製

作
・
上
映
を
行
っ

て
い
る
。『
日
本

人
の
忘
れ
も
の
』

は
、
河
合
弁
護
士

の
第
４
作
目
で
あ

る
と
い
う
。
こ
の

映
画
は
、
中
国
残

留
孤
児
救
済
と
フ

ィ
リ
ピ
ン
在
留
日

本
人
の
日
本
国
籍

取
得
を
進
め
る
市

民
活
動
へ
の
弁
護

士
と
し
て
の
活
動

で
あ
る
【
註
１
】
。

河
合
弁
護
士
は
１
９
４
４

年
４
月
、
旧
満
州
で
生
ま

れ
、
終
戦
時
は
１
歳
に
過
ぎ

ず
両
親
の
庇
護
が
無
け
れ
ば

残
留
孤
児
と
な
っ
た
か
も
し

れ
な
い
と
い
う
。
そ
れ
だ
か

ら
こ
の
運
動
に
は
情
が
熱

い
。
河
合
弁
護
士
は
、
１
９

４
６
年
に
日
本
に
引
き
揚
げ

後
、
大
学
を
卒
業
し
、
弁
護

士
と
な
り
、
企
業
案
件
の
係

争
処
理
な
ど
を
行
っ
て
業
績

を
上
げ
て
き
た
。
日
本
国
籍

取
得
に
係
る
孤
児
救
済
の
法

律
手
続
き
を
、
支
援
者
と
と

も
に
宿
命
と
し
て
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
で
行
っ
て
い
る
。

残
留
孤
児
と
い
っ
て
も
、

中
国
と
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
は
事

情
が
異
な
る
。
中
国
へ
の
日
本

人
の
満
州
移
民
は
、
満
州
国
の

建
設
の
た
め
日
本
の
故
郷
を

捨
て
新
し
い
故
郷
を
創
る
と

い
う
国
策
に
よ
り
推
進
さ
れ

た
。
長
野
県
の
大
日
向
村
の
例

の
よ
う
に
、
国
内
の
人
口
増

加
、
耕
作
地
不
足
の
対
策
と
し

て
満
州
に
新
た
な
大
日
向
村

を
分
村
す
る
と
し
て
、
集
団
移

住
が
進
め
ら
れ

た
。
明
ら
か
に

国
策
と
し
て
行

わ
れ
た
。

一
方
、
フ
ィ

リ
ピ
ン
移
住
の

場
合
は
、
戦
前

に
マ
ニ
ラ
麻
の

市
場
開
拓
、
そ

の
た
め
日
本
人

が
農
場
開
拓
や

麻
縄
産
業
に
就

業
す
る
た
め
、

周
辺
産
業
や
商

売
の
た
め
に
民

間
主
導
で
移
民

が
進
ん
だ
。
そ

の
結
果
、
現
地

女
性
と
の
間
で

子
供
が
生
ま

れ
、
日
本
人
が

活
躍
し
て
い

た
。
と
こ
ろ
が

フ
ィ
リ
ピ
ン
に

日
本
軍
が
侵
攻

映画『日本人の忘れもの』の予告編から引用（提供：Kプロジェクト）
https://wasure-mono.com/

◆第9回「ふくしま再生可能エネ
ル ギ ー 産 業 フ ェ ア 」（REIFふ く
しま2020）
会 期：2020年10月28日（水 ）・29
日（木）▷開催時間：10：00 ～
17：00▷会場：ビッグパレット
ふくしま（福島県郡山市南二丁目
52番地）▷入場料：無料（事前登
録制）▷主催：福島県／公益財団
法人福島県産業振興センター /
問合せ先：024-959-1961

◆環境・エネルギー展
会期：2020年11月25日（水）～ 27
日（金）▷開催方法：オンライン
▷主催：株式会社エボルト/問合
せ先：https://energy.evort.jp/

◆ENEX2021 第45回地球環境とエ
ネルギーの調和展（Energy and 
Environment Exhibition） ／
DER Japan 2021(Distributed En
ergy Resources Japan)
会期：2020年12月9日（水）～ 11
日（金）▷開催時間：10：00 ～
17：00▷会場：東京ビッグサイ
ト西2ホール＆会議棟（東京都江
東区有明3-11-1）▷主催：ENEX＝

一般財団法人省エネルギーセン
ター／ DER Japan＝ 株式会社
JTBコミュニケーションデザイン
/問合せ先：展示会事務局03-
5657-0762（JTBコミュニケーショ
ンデザイン内）

◆第15回再生可能エネルギー世界
展示会＆フォーラム RENEWAB
LE ENERGY 2020
会期：2020年12月9日（水）～ 11
日（金）▷開催時間：10：00 ～
17：00▷会場：東京ビッグサイ
ト南1・2ホール（東京都江東区有
明3-11-1）▷主催：再生可能エネ
ルギー協議会/問合せ先：展示会
事 務 局03-5297-8855（シ －・ エ
ヌ・ティ内）

●NPO法人農都会議 10月オンライ
ン勉強会「林業・木質バイオマ
ス発電の持続可能性を考える」
～木質バイオマスエネルギー利
用の方向性～
会期：2020年10月26日（月）▷開
催時間：18：00 ～ 20：30（入場
開始17：45 ～）▷開催方法：オ
ンライン▷定員：100名（申込み
先着順）▷参加費：一般1,000円
／会員・学生500円▷主催：NPO

法人農都会議 バイオマスWG ／
農都交流・地域支援G/問合せ先：
htt p s : / / p e a t i x . c o m / e v e
nt/1625408/view

●第5回エコ･ファーストシンポジ
ウム　　
会期：2020年11月2日（月）▷開催
時間：13：00 ～ 16：30▷開催方
法：オンライン▷定員：500名▷
参加費：無料（要事前登録）▷主
催：環境省／エコ・ファースト
推進協議会/詳細・参加申込先：
https://ecofirst.info/

●第37回太陽光発電シンポジウム
「再エネ型経済社会」の創造・コ

ロナ禍を乗り越えて～ユーザー
と考える太陽光発電の普及へ～
会期：2020年11月10日（火）～ 11
日（水 ）▷ 開 催 時 間：10：00 ～
17：30▷開催方法：オンライン
▷定員：400名▷参加費：セッシ
ョン券＝2,000円／ 1日券＝5,500
円（全て税込）▷申込先：https://
eventregist.com/e/ngzz1YBKki
cf▷主催：一般社団法人太陽光
発電協会/問合せ先：事務局jpea.
secretariat@event-info.jp

●RE-Users 第3回オンラインセミ
ナー：環境価値とトラッキング

システム
会期：2020年11月10日（火）▷開
催時間：15：00 ～ 16：00▷開催
方法：オンライン（Zoom）▷申込
先：https://zoom.us/webinar/
register/WN_DEcF_I6MQDSkWwbr6
KX7oA▷参加費：無料（要事前登
録）▷主催：公益財団法人自然エ
ネルギー財団

●FCDIC第35回オンラインセミナー
会期：2020年11月25日（水）▷開
催時間：13：00 ～ 17：15▷開催
方法：Zoomによるリモートセミ
ナー▷参加費：会員＝5,000円

（非課税）／非会員＝2万円（税込）
／学生＝2,000円（税込）▷主催：
一般社団法人燃料電池開発情報
センター（FCDIC）/問合せ先：03-
6206-0231

●第42回風力エネルギー利用シン
ポジウム
会 期：2020年11月26日（木 ）・27
日（金）▷開催時間：＜26日・依
頼講演など＞9：30 ～ 17：00 ／
＜27日・一般研究発表＞9：00 ～
17：00▷開催方法：オンライン
▷参加費予定価格：日本風力エ
ネルギー学会正会員(個人会員/
団体会員)・協賛・後援団体所属

者＝2万円／会員学生・一般学生・
個人会員で70歳以上＝3,000円／
一般＝2万5,000円▷主催：一般
社団法人日本風力エネルギー学
会/問合せ・申込み：https://jw
easympo.confit.atlas.jp/login

◆ESSJ（Energy Storage Summit 
Japan）2020 International Conf
erence for Energy Network・
Teaming・innovation ～付加価
値創造に向けたエネルギーのネ
ットワークと協働と革新～
会期：2020年12月8日（火）▷開催
時間：＜コンファレンス＞10：
00 ～ 17：30 ／＜オンラインネ
ットワーキング＞18：00 ～ 18：
45▷開催方法：オンライン▷参
加費：1日券＝2万7,000円／グル
ープ割引…3点以上ご注文の場合
＝2万4,000円・5点以上ご注文の
場合＝1万8,000円▷内容詳細：
https://essj.messe-dus.co.jp/
jp/attend/benefitsofparticipa
tion▷主催：株式会社メッセ・
デュッセルドルフ・ジャパン/問
合せ先：03-5210-9951

新エネルギー関連
イベントカレンダー（10月～ 12月）

※開催日時等内容に変更が生じる場合もあ
ります。詳細は各事務局資料でご確認下さい。

学会／セミナー／講演会

展示会


